
沈埋
工法

シールド
工法

地面を掘り下げて立坑をつくり、
シールドマシンを投入します。

壁に穴をあけてシールドマシンの
先端が回転して掘り始めます。

セグメントを組み立て、
まわりの土砂を支えます。

シールドマシン自体で掘り進んでいきます。
3.4.を繰り返してトンネルをつくります。

トンネルの一区間を、地上でつくります。 工事現場まで、トンネルを浮かべて運びます。 トンネルを通す地点まで運んで沈め、
その後つないでトンネルを作ります。

トンネル全体をつなげたら、
埋めて完成させます。

シールド工法

各工法は、トンネルをつくる場所の状況に応じてふさわしいものが採用されます。

都会のトンネルは、多くの場合この方法でつくられます。地上部の交通を妨げることなく工事を進められるのが特徴です。

1シールドマシンの設置 2掘進開始 3セグメント組み立て 4掘進
カッター
シールドマシン

立坑

先端部分が回転して掘削します。

完成したら水を入れて
トンネルを浮かせます。

両端は閉じた状態でつくります。

セグメント
トンネルの壁を形成するパーツ

接続したら塞いでいた
端の部分を開きます。

エレクターという機械で組み立てます。

セグメントは台車に載せられて運び込まれます。

シールドマシンのジャッキを伸ばし、
その力で前に進みます。掘削によって出た土は

鉄製の箱に入れて、
外へ運びだされます。

沈埋工法 海底トンネルなどは、地上でトンネルの一部をつくり、トンネルを通る地点まで運んで沈めます。

1トンネルの製作 2運搬 3接続 4埋め戻し
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